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中華学校に通う日本の子どもたち
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1 はじめに

 日本に在住する華僑華人1)子弟の教育を目的と
してきた中華学校に、中国系以外の子どもの就学

や入学希望者が増加 している。たとえば、横浜中

華学院では数年前まで、一学年一クラス10数人で

構成されていた学級に、近年では、定員36人 の2

倍近い入学希望者が押し寄せるようになっている。

入学希望者の大幅な増加の原因をたどると、これ

まで中華学校の射程に入っていなかった華僑華人

*国 立民族学博物館

以外 の子 ども、なかでも特に 日本人2)生 徒が増 え

たこ とがあげ られる。 また、 国際結婚 を した両親

のもとに生まれた生徒の増加 も目立っている。

 日本 における中華学校 は、神戸、大阪、東京そ

して横浜 に2校 の合計5校 ある。大 きく台湾(中

華民 国)系 と中国大陸(中 華人民共和 国)系 に分

類される。神戸中華 同文学校 と横浜山手 中華学校

は、大陸系 に属 しているため漢字 は簡体 字、発音

記号 はピンイ ン(併 音)を 使用 している。学校行

事で用い られる暦は 日本 と中華人民共和 国の もの

を基本 と してお り、祝祭 日もそ れに倣 っている。

横 浜山手中華学校 に関 していえば、中華 人民共和

国の建国記念 日にあた る国慶節(10月1日)は 、

学校をあげて大 きなイベ ントを行っている。

 一方、東京 中華学校、横浜 中華学院、大阪中華

学校 は、台湾(中 華民国)の 教育部の教育課程 を

採用 してお り、教科書 も基本的 に台湾 で使われて
いるもの を使用 している。そのため学生が学ぶ漢

字は繁体字(た とえば、｢国｣で はな く｢國｣)で

あ り、発音も主に注音符号を使用 している3)。暦は

日本 と台湾の祝祭 日に沿 ってお り》中華民国の建

国記念 日である双十節(10月10日)の ほか、孔子

生誕祭(9月28日)な ど伝統文化に沿った祭や儀

礼を教育現場に取 り入れている。

 大 陸系、台湾系にかか わらず、中華学校 はいず

れ も｢(1)華 僑 華人の子弟への母語(中 国語)と

母国に関す る知識の教育、(2)伝 統 知識 にそった

道徳教 育、(3)民 族 の 自覚、(4)中 日の友好親

善事業 に積極的 に貢献で きる人材 の育成｣な ど、

教育 目標の大 きな柱は共通 している。 よって、本

論では以上で紹介 した5校 を包括 して中華学校 と

呼ぶ。 インタビュー対象や各校のケースについて

触れる際は別途学校名を明記することとする。

中華学校か ら｢多 文化共生｣を 考 える

 本 稿で は、建校 してか ら110年[横 浜 中華学 院

2007]来 、 未曾有 の変化に直面 している日本の中

華学校 に注 目し、 その現場か ら、近年 日本で と

みに議論 される｢多 文化共生｣[駒 井2003;川 村

2008]に つ いて考えたい。

 ｢多 文化共生｣や｢多 民族共生｣を 標語 に、社
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会とい う大 きな枠組 みの なかで、 さま ざまな民

族や文化背景 を持つ人々の共生を目指す とき、 マ

ジョリテ ィであ る日本社会や 日本人側が、マイノ

リティである外国人を受け入れるとい う｢日 本 人

対外国人｣の 二項対立の構図で描かれて きた よう

に思 う。受 けいれる｢主 人｣は 常に 日本側であ り、

受け入れて もらう｢客 人｣は マイノリティである

外国人であった。 しか し、 日本の中華学校で は、

まさに｢主 人｣と｢客 人｣が 逆転するとい う現象

が起 きている。 日本人の保護者はわが子の人生に

大きな影響 を及ぼすであろう教育現場に、 これま

で｢民 族学校｣と して他者化 してきた中華学校 を

選択 している。社会の｢主 人｣で あった日本人た

ちが、マ イノリティである｢客 人｣の 文化 を学び、

またその一員 として積極的 にコミュニテ ィに参画

している。

 なぜ、中華学校へ子 どもを入学 させることを希

望する日本人が増えたのだろうか。新 しい形の｢多

文化共生｣が 、中華学校 に露呈 しているのではな

いか。
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 これ らの問いを、 日本の社会的背景 と中華学校

に通 う生徒の ケースス タディーに よって解明 した

い。 まず は じめ に、(1)多 様 な外国人の流入 に

伴 い、 日本が かつての欧 米志向 の｢国 際化｣か

ら、国内における｢多 文化共生｣を 謳 うようになっ

た歴史的変遷をたどる。次に(2)越 境 者、定住

者、帰化者、国際結婚な ど各統計を もとに多民族

化 ・多文化化 している日本の実態 を明 らかにす る。

(3)中 華学校の設立背景、教育内容、学生の推移

と現状分析、(4)中 華学校に入学 している日本人

生徒 とその保護者のイ ンタビューを通 して、新 し

い形の｢多 文化共生｣の 実態を分析する。

 なお本論は、筆者が2006年8月 よ り横浜中華学

院に通 う一生徒の保護者 として同校で行 った参与

観察 を通 して得 た情報 とデーターのほか、2007年

4月 よ り2008年12月 まで、数回に分けて横浜山手

中華学校、横浜 中華学 院、大阪中華学校、神戸中

華同文学校の先生、生徒 と保護者、そ して卒業生

に対す るインタビュー調査で得 た情報を もとに分

析を行う。

五 越境者の増加 とともに多民族化 ・多文化化

 する日本

 こ こでは、1出 入国者の推移 と入国者の出身地、

2帰 化者、3国 際結婚に関する各統計の分析を通

して、多民族化 ・多文化化する 日本社会の変化 を

見てゆ く。

1 欧 米志向の｢国 際化｣か ら、国内で実践 でき

 る｢多 文化共生｣へ

 日本の出入国者に関する統計デー ターか ら、国

境 を越 えて移動する人々の推移 を見てみたい。ま

ず、表1に あ る外国人の入国者数を見 ると、1975

年 の78万 人か ら増加傾 向を示 してお り、30年 間で

10倍 近 く増 えているのがわかる。一方、 日本人の

出国者 も30年 間で7倍 近い伸 びを示 してお り、 日

本の国境 を出入 りす る人々が増加 していることが

わか る[山 下2007]。 なかで も再入国をしている

外 国人の伸び率が著 しい。 これは再 入国ビザを所

持 している外国人、つ まり日本に定住 している外

国人が増 えてい ることを示 してお り、 日本社会が

多民族化 ・多文化化 していることが推測で きる。






































